
【市民アンケート】

調査対象：委託したアンケート調査会社に登録されている市民　1,000人

調査時期：令和３年９月

調査手法：ＷＥＢ調査

回答状況：回答者数  1,000人

（１）　一般職の国家公務員の倫理感について、現在、どのような印象をお持ちですか。

令和３年度市民アンケート調査結果

○　「倫理感が高い」又は「全体として倫理感が高いが、一部に低い者もいる」と回答した理由
　　（複数回答可）

n：有効回答者数（以下同じ）

○　「全体として倫理感が低いが、一部に高い者もいる」又は「倫理感が低い」と回答した理由
　　（複数回答可）
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公正に職務を遂行しているから

国民の利益のために働いているから

職務を忠実に行っているから

不祥事や汚職が少ないから

日頃接している一般職の国家公務員の倫理感が高いと感じるから

情報公開制度等があり、仕事のやり方の透明性が高いから
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国民の利益よりも組織や職員個人の利益を優先しているから

不祥事や汚職が多いから

仕事のやり方が不透明であり、国民に

対する説明責任を果たしていないから

税金の無駄遣いが多いから

職務の遂行に公正さを欠いているから

その他
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【市民アンケート】

○　一般職員について

（３）　近年の公務員による不祥事の原因は何だと思いますか。最も近いものを１つお選びください。

○　幹部職員について

（２）　近年の一般職の国家公務員の職務に係る倫理の保持の状況をどのように思いますか。
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組織の体質・文化・価値観
（慣例に縛られる、外部への

説明責任の不徹底など）

個人の資質
（倫理感、規範意識や

当事者意識の欠如など）

仕事のやり方
（職員の役割の固定化、事業者

等との接触ルールの不備など）

その他

幹部・管理者のリーダーシッ
プやマネジメントの欠如



【市民アンケート】

（４）　公務員による不祥事が起きた際、信頼回復のために必要な行政の対応は何だと思います
　　か。特に必要だと思う点を３つ以内でお選びください。(複数回答可)

（５）　一般職の国家公務員の職務に係る倫理保持の現状を踏まえると、現在、一般職の国家公務員
　　の姿勢として、特に不足している、あるいは更に求められると思うものを３つ以内でお選びください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(複数回答可)
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公私の区別を明らかにし、

職務や地位を私的利益のために用いないこと

国の予算の財源は国民の税金であるという自覚をもって

効率的に職務を遂行すること

仕事のやり方の透明性を高め、説明責任を果たすこと

国民の利益を第一に考えること

法令を遵守し、職務を公正・公平に遂行すること

いわゆる縦割り行政とならないよう、

幅広い国家的視野を持って職務を遂行すること

国を支えているという使命感、高い志を持つこと

政治に対して、専門的・中立的な立場から

適切な助言や政策提言を行うこと

特になし
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不祥事が発生した際、事実を隠さず、

広く社会に情報公開すること

不祥事を起こした職員及び管理監督者へ厳正な処罰を行うこと

外部からの監視・統制の仕組みを強化すること

会合や打合せは複数の職員で対応するなど、

不正を行うことができない業務処理体制を構築すること

研修機会の充実や違反事例等の周知徹底など、職員に常日頃

から倫理について正しい認識を持たせるような取組を行うこと

倫理について普段から気軽に相談や話し合いが

できる職場環境をつくること

職員の違反行為についての各職場内での監視・報告体制

を強化すること

公務員の行動ルールを更に厳しくすること

(n=1,000) (人)



【市民アンケート】

（８）　倫理法・倫理規程の存在あるいは内容について、これまでご存じでしたか。

（７）　倫理規程で定められている以下のア～オの行為規制についてどのように思いますか。

（９）  国家公務員倫理審査会の存在あるいは活動内容について、これまでご存じでしたか。

（６）  近年、マスコミ等で報道された、あるいは身近な場面で目にした一般職の公務員の活動・行動
    の中で、使命感や高い倫理感を感じた事柄はありますか。
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ることを知らなかった

国家公務員倫理審査会の活
動内容について知っていた

国家公務員倫理審査会があることは知っ
ていたが、活動内容はあまり知らなかった
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を感じた事柄があった そのような事例は特になかった わからない


